
令和２年３月７日 

広島市新型コロナウイルス感染症対策本部 

 

新型コロナウイルス感染症患者の発生について（第２報） 

 

令和２年３月６日（金）に報告のあった新型コロナウイルス感染症患者（1例目）との濃

厚接触者、あるいは、その可能性のある者に係るＰＣＲ検査結果等は次の通りです。 

 

１ 同居家族 

  同居家族３名については、濃厚接触者ではあったが、衛生研究所によるＰＣＲ検査の

結果、全員が陰性であることが判明した。保健センターからは、同３名に対し、３月２

１日まで引き続き、健康観察を実施する旨通知するとともに、不要不急の外出の自粛を

要請した。 

 

２ 職場の同僚 

  患者と職場を同じくする濃厚接触者３名についても、濃厚接触者ではあったが、衛生

研究所によるＰＣＲ検査の結果、全員が陰性であることが判明した。保健センターは、

３名の接触状況に差があることから、１名に対しては３月１２日まで、他の２名に対し

ては３月１７日まで引き続き健康観察を実施する旨通知するとともに、不要不急の外出

の自粛を要請した。 

 

３ Ａ医療機関 

  保健センターからの当該医療機関への問い合わせに対し、適切な感染防護を行い診療

に従事させるようにしており、濃厚接触者に該当する従事者がいないとの回答があった。

なお、濃厚接触の可能性のあった最後の受診日から１４日以上経過しているところであ

る。 

 

４ Ｂ医療機関 

  保健センターからの当該医療機関への問い合わせに対し、基本的に適切な感染防護を

行い診療に従事させるようにしているが、当日、マスク着用について記憶が定かでない

従事者が１名いるとの回答があった。保健センターは、当該従事者に対し、３月１８日

までの健康観察を実施する旨通知するとともに、不要不急の外出の自粛を要請した。 

 

５ Ｃ医療機関 

  保健センターからの当該医療機関への問い合わせに対し、適切な感染防護を行ってお

り、濃厚接触者に該当する者はいないとの回答であったが、保健センターからの助言も

あり患者と接触した従事者２名について、ＰＣＲ検査を実施することになった。（後日、

情報提供を予定） 

 

６ Ｄ医療機関 

  保健センターからの当該医療機関への問い合わせに対し、適切な感染防護を行い診療

に従事させるようにしており、濃厚接触者に該当する従事者がいないとの回答があった。 


